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会員の皆様におかれましては、日頃の業務に加え

COVID-19 感染対策で大変な日々をお過ごしのこ

とと存じます。新型コロナウイルス感染により 2020

年 4 月には、世界の感染者数が 200 万人、死者数が

15 万人を超え依然として猛威を振るっています。

被害に遭われました方々に、お見舞い申し上げま

す。この影響を受け 2020 年 6 月 18 日から 20 日に

予定されていました第 46 回日本整形外科スポーツ

医学会学術集会（JOSKAS との合同学術集会）が

延期されました。学会延期は日本整形外科スポーツ

医学会としても初めてのことであり、数年前から準

備をしてこられた先生方におかれましては、今回苦

渋の決断をなされご心労のことと拝察いたします。

7月末に開催予定でした東京オリンピック・パラリ

ンピックをはじめほとんどの学会が延期・中止にな

りましたので、致し方ないことと思います。本会

は、本年 12 月 17 日から 19 日に JOSKAS との合同

開催を神戸国際会議場ですることになりました。是

非、会員の皆様で石橋恭之会長を応援し協力するこ

とで、学会を大成功に導きましょう。

さて、理事長としての所信表明は、同ニュースレ

ターやホームページにも述べさせていただきました

が、大切な点をあらためまして述べさせていただき

ます。

日本整形外科スポーツ医学会ならびにスポーツ医

学の発展に貢献することを通じて、財政の健全化を

図りながらスポーツ医学に関わる事業の推進とス

ポーツ専門の医学会としての役割を果たし、学会の

活性化やスポーツドクターを含めた subspeciality

への対応が本学会が担う重要な役割であり課題でも

あると考えています。そのためにも、AOSSM、

KOSSM、GOTS を含めたスポーツ医学会や医師以

外のメディカルスタッフとの連携の推進が必要不可

欠です。スポーツ医学の発展に整形外科医やその代

表的学会であります本学会が果たす役割は重要であ

り、メディカルスタッフ、多職種、指導者などと、

より一層連携することがスポーツ医学の発展につな

がると考えております。また、トップアスリートだ

けではなくスポーツ愛好家や市民、障がい者スポー

ツに関わる方に対し運動器を中心に関与し、トータ

ルに評価・指導できるスポーツ医の育成にも学会全

体で取り組み、スポーツドクターのみならずメディ

カルスタッフの育成や市民への啓発活動を行ってい

きたいと思います。

スポーツ医学に関し外傷・障害が発生した場合、

早期診断・早期治療が重要なことは至極当然です

が、予防医学により一層重点をおく時期がきている

と思います。学童期からの運動・スポーツや学校運

動器検診を通して、日本整形外科学会の進めるロコ

モティブシンドロームの啓発や予防に貢献し、ま

た、障害予防を進めることで、外傷や障害のために

運動やスポーツ活動を断念せざるをえなくなる選手

やスポーツ愛好家を減らせればとも思っておりま

す。

上述しましたことを実現するためにも、教育・研

究・臨床を通して運動器の観点から多面的にスポー

ツ医学について発表および議論する場としての本学

会は大変重要と考えており、その使命もあります。

また、会員相互の親睦のためにも本学会は必要不可

欠と考え、今後 JOSKAS と合同の学会開催など

様々な課題については、会員の皆様と相談しながら

解決していく所存です。その受け皿として将来構想

委員会を復活させ、本委員会ならびに JOSKAS の

委員会とさまざまな課題を討議し皆様に再考をお願

いしますので、どうぞよろしくお願い致します。

最後になりましたが、一刻も早く新型コロナウイ

ルス感染症が収束に向かいますことを切に願ってお

ります。

浅学非才の身ではございますが、本学会の伝統を

継承し、ますます発展できますよう誠心誠意努力す

る所存です。どうかご指導ご鞭撻の程、よろしくお

願い申し上げます。



この度、第 45 回日本整形外科スポーツ医学会学

術集会を令和元年 8 月 30、31 日の 2 日間にわたっ

て大阪駅前のナレッジキャピタル コングレコンベ

ンションセンターにおいて開催させて頂きました。

2 日間の開催を通して医師、メディカルスタッフ、

学生の方々含め計 1734 名の参加を頂くことができ

ました。過去最高の参加者になりましたこと、この

紙面をお借りして皆様方に深謝申し上げます。大阪

市立大学整形外科学教室が本学会を主催させて頂く

のは、1975 年に第 1 回、1977 年に第 3 回を主催さ

せて頂いた以来、実に 42 年ぶりとなりました（写

真 1）。スポーツ医学は整形外科の大きな一専門分

野であり、当教室では故市川宣恭先生をはじめ、廣

橋賢次先生や大久保衞先生らよって、数々の業績が

蓄積されてきました。ノーベル賞受賞者である山中

伸弥先生も、スポーツ医学の道を目指して、我々整

形外科学教室に 2年間という短い時間ではあります

が、在籍しておられたことは周知の事実です（写真

2）。今回はテーマを【原点からの飛躍と多様性への

対応】とさせて頂きました（写真 3）。我々の教室

が本学会第 1回を開催させて頂いた原点に立ち戻る

ということと、そこからの飛躍という意味を込めさ

せていただきました。さらにスポーツ整形外科学の

難しさはその多様性にあり、それに対応すること

が、予防や治療を成功に導くためのキーポイントに

なることを考え、多様性への対応をテーマに加えま

した。

今回の公募演題数は 415 演題という多くの演題応

募を頂きました。本学術集会の直後には 2019 年ラ

グビーワールドカップが、また翌 2020 年には東京

オリンピック・パラリンピックが開催予定でありま

す。これらの背景をふまえ文化講演には橋本聖子参
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第 45回日本整形外科スポーツ医学会学術集会を終えて

第45回会長 中村 博亮

大阪市立大学整形外科

写真 1：第 45回日本整形外科スポーツ医学会 中村博

亮会長

写真2：京都 iPS研究所 所長 山中伸弥教授 写真3：2019JOSSMポスター



議院議員に「2020 年オリンピック・パラリンピッ

クがもたらすもの─スポーツを通じた人材育成と街

づくり─」をご講演頂きました（写真 4）。学会終

了直後にはオリンピック担当大臣になられました

が、素晴らしい内容で大変好評でした。特別セッ

ション 1ではオリンピック・パラリンピック組織委

員会理事の室伏広治様に「スポーツが健康維持に寄

与するための条件」をご講演いただき（写真 5）、

特別企画では「国際総合スポーツ大会におけるメ

ディカル対策〜東京オリンピック・パラリンピック

に向けて〜」を企画しました。

2019 年ラグビーワールドカップに関しては、特

別企画「ラグビーワールドカップ 2019 勝利の方

程式〜選手、トレーナー、ドクターの立場から〜」

として「ラグビーワールドカップ」を選手とメディ

カルスタッフがどのように一体となって「勝利」し

ていくかを議論していただきました（写真 6）。実際

の大会においてもご存知の通り日本代表は予選リー

グを突破しましたが、選手だけでなくサポートされ

る方々も「One Team」となって、今大会に取り組

んでおられたことがよく理解できました。またシン

ポジウムでは、「コリジョンスポーツに特有な外傷」

を取り上げました。特別講演としまして、本学会に

長年貢献してこられました武藤芳照先生に「超高齢
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写真 4：文化講演 オリンピック担当大臣 橋本聖子

参議院議員

写真5：特別セッション1 室伏広治先生

写真 6：特別企画「ラグビーワールドカップ 2019 勝利の方程式〜選手、トレー

ナー、ドクターの立場から〜」
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写真7：特別講演 武藤芳照先生、吉矢晋一先生

写真 8：KOSSM 学会長の Prof. Yoon Je Cho 先生

（左から2番目）とProf Dan Guttmann 先生

（下段）

写真 9：学会長とラグビー元日本代表の大野選手

（右）、箕内選手（左）

写真10：全体懇親会でのバブリーダンス



社会におけるスポーツ医学の役割」、吉矢晋一先生

に「スポーツ医学の現場で」と題してご講演をお願

いし、大変興味深いご講演をいただきました（写真

7）。その他スポーツ整形外科として欠かせないテー

マとして「スポーツとこころの関係 〜疾病から治

療まで〜」「コアトレーニングの神髄」「スポーツ現

場対応における諸問題」について議論していただき

ましたが、いずれのセッションにおいても活発な討

論がなされました。海外からの招待講演は KOSSM

（韓国整形外科スポーツ医学会）学会長の Prof.

Yoon Je Cho先生（Kyung Hee University Medical

Center）を、アメリカから肩関節鏡手術のスペシャ

リストである Prof Dan Guttmann先生（Taos Or-

thopaedic Institute）をお招きしご講演頂きました

（写真 8）。

また、前日ユニバーサル・スタジオ・ジャパンで

行った会長晩さん会には、家族連れで沢山の会員の

方にご参加いただいたとともに、ラグビーの大野選

手や箕内選手も参加してくれ（写真 9）、いつもと

は違った雰囲気で大いに盛り上がりました。全体懇

親会ではバブリーダンスを登美丘高校OBの方々に

披露していただき、大いなる盛り上がりをみせまし

た（写真 10）。また学会でのスポーツアクティビ

ティとしてラグビー大会とテニス大会を開催させて

いただきました（写真 11）。われわれ教室のルーツ

ともいえる本学会を主催できたことは大変光栄なこ

とであり、理事、代議員、会員の先生方やご支援、

ご助力を賜りました先生方にこの場をお借りして厚

く御礼申し上げ、ご報告とさせて頂きます（写真

12）。
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写真11：親善ラグビー大会

写真12：大阪市立大学整形外科教室一同



─6─

日本整形外科スポーツ医学会 ニュースレター

この度、2020 年 6 月 18〜

20 日、札幌コンベンション

センターにおいて第 46 回日

本整形外科スポーツ医学会学

術集会（JOSSM）を開催さ

せていただきます。本学会を

弘前大学整形外科学教室が主

催させていただきますのは、

1994 年に原田征行が主催し

て以来 2 回目で、26 年ぶりになります。伝統のある

本学会を、オリンピックが日本で開催される記念す

べき年に主催させていただきますことを、非常に光

栄に感じるとともに、同門会一同感謝しております。

すでにお知らせしているとおり、本学術集会は第12

回日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会（JOSKAS）

との合同学会となります。さらに第 18 回 JOSSM-

KOSSM（韓国整形外科スポーツ医学会）combined

meeting、第 19 回日仏整形外科学会（会長 星忠行先

生）、第 22 回日独整形災害外科学会（会長 根尾昌志

先生）も同時併催されます。今回の JOSKAS･JOSSM

combined meeting のテーマを、『2020 その先へ─

調和と発展─（Beyond 2020 ─ Harmony and Prog-

ress ─）』とさせて頂きました。“2020 その先へ”

は、もちろん東京オリンピックを意識しております

が、その先を見据えてスポーツ医学を議論していこ

うという意味を込めています。“調和と発展”は、

両学会が共に歩み寄り発展的な変化を遂げていこう

という決意を表しています。JOSSM も JOSKAS

も、今や、医師・理学療法士・トレーナーなどから

なる大きな学術団体となりました。この両学会の学

会員が一堂に会し、同じ土俵で運動器の治療や予防

をディスカションできる機会はそう多くはありませ

ん。次世代を担う若い人達のためにも、今後の学会

のあり方も考える良い機会になると思います。

今回は combined meeting ということで、JOSSM

理事長の帖佐悦男先生と JOSKAS 理事長の安達伸

生先生に理事長講演をお願いしております。また特

別講演・基調講演として、元プロ野球選手の桑田真

澄様、大相撲の貴乃花光司様（元貴乃花関）を予定

しております。8つのシンポジウムを予定しており

ますが、パラリンピックも意識して、これまで本学

会では取り上げられてこなかった“がんサバイバー

のスポーツ“などもディスカッションしたいと思い

ます。また、14つの国際シンポジウムでは、日本

を代表するトップリーダーと海外からのゲストス

ピーカーとのホットなディスカッションをお楽しみ

いただければと思います。これらに加え、5 つのパ

ネルディスカッションと 3 つの国際パネルディス

カッションも予定しております。1 月末には一般演

題の応募を締め切らせていただきましたが、約

1400 もの演題をいただきました。会場の都合上、

e-ポスターやポスターセッションが多くなるかも知

れませんが、充実した discussion ができるように

準備していきたいと思います。

土曜日の午後から、関節鏡の技術指導を中心とし

た恒例の JOSKAS セミナーがあります。今回は

combined meeting ということで、アスリートを指

導する PTや医師を対象として JOSSM セミナーも

開催します。ここでは「ACL 損傷・再損傷予防の

ためのトレーニング」、「傷害予防とパフォーマンス

アップのための投球フォーム指導」、また「グロイ

ンペインの予防とアスレチックリハビリテーショ

ン」を講義と実技を交えて行いたいと思います。直

接実技指導を行う都合上、人数に限りがありますの

でお早めにご登録頂ければと思います。

学会参加人数の関係もあり、地元青森での開催は

叶いませんが、多少、青森色を出した楽しい学会に

したいと考えております。6月の札幌は季候も良く、

訪れるにはもっとも良い季節です。現在、新型コロ

ナウィルスの影響で本学会の開催も予断を許さない

状況でありますが、是非、多くの皆様方にご参加い

ただき、活発なご討論を心よりお願い申し上げます。

※本会長挨拶は 2月に執筆されたものです。JOSKAS・

JOSSM combined meeting は、新型コロナウイルス

拡大のため、3月 23日に延期が決定されました。新

しい会期は 2020 年 12 月 17〜19 日、神戸国際会議場

です。今後プログラム等に変更が生じる予定ですの

で、最新の情報は学会HPをご覧下さい。

第46回日本整形外科スポーツ医学会学術集会を開催するにあたって

第46回会長 石橋 恭之

弘前大学整形外科



副理事長挨拶
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2019 年より副理事長を拝命しました。2015-2017

年に続き、二度目の副理事長となります。前回は、

松本秀男理事長の元で筒井廣明先生とともに副理事

長を務めさせていただきました。その時は、初めて

の経験がたくさんあり、無我夢中で、皆様方に大変

なご迷惑をおかけしたように思います。この度は、

二度目ということで、前回の経験を生かしてさらに

学会の発展および学会員の皆様の為に全力を注ぐ所

存です。

現在の JOSSM における重要な案件は JOSKAS

との合併問題です。昨年のアンケート調査では、両

学会とも 70-80％が合併に賛成するという結果でし

た。それを受け、現在 JOSSMがさらに発展すべく

意義のある合併に向け全力で

動いております。JOSSM は

日本で唯一、整形外科医が中

心となりアスリートのスポー

ツ障害および外傷を討論する

学会です。全ての会場で主役

はアスリートです。今回の

JOSKAS との合併後もこの

スタンスを変えず、整形外科医師主導アスリート

ファーストの学会に、さらに進化するよう粉骨砕身

尽力いたします。

みなさま、よろしくお願い申し上げます。

徳島大学整形外科 西良 浩一

（総務委員会 担当）

奈良県立医科大学整形外科 田中 康仁

（財務委員会 担当）

此度伝統ある日本整形外科スポーツ医学会の副理

事長（財務担当）の 2期目を拝命いたしました。多

くの先生方のご尽力で会員数が徐々に増加してお

り、学会も盛り上がりを見せております。さらに財

政的基盤を安定させ、JOSSM の様々な活動をより

充実できますよう、努力して参る所存でございま

す。

前回の任期中に本会が法人化され、学術集会の会

計を学会本体で管理することになり、その対応に務

めてまいりました。さらに本年度から向こう 3 年

間、JOSSMと JOSKAS の学術集会を同時期に開催

することが決まっており、整形外科におけるスポー

ツ医学関連の学会を同時期に行うことは、会員にと

りまして学術的な事項はもとより、経済的にも時間

的にも大変意義があると思います。これに伴い財務

的には若干の修正すべき時期的な問題がございま

す。それは現在の定款では年度の会計を 6月末まで

に確定する必要があるということであります。これ

まで本会は毎年 9月頃に開催されてきましたが、今

年は前倒しされ 6月となり、時間的に学術集会会計

の集計を終わらせることが難しい状況にあります。

そのため定款等を変更する必

要が生じておりますので、皆

様にはご理解ご協力を賜りま

すよう何卒よろしくお願い申

し上げます。

昨年のラグビーワールド

カップではさまざまなルーツ

を持った選手がONE TEAM

（ワンチーム）としてまとまり、日本チームが史上

初めてベスト 8に勝ち上がり、日本中が大変な盛り

上がりをみせ、スポーツの力を実感することができ

ました。そして 2020東京オリンピックを迎え、ス

ポーツに尚一層注目が集まる本年に、整形外科とし

てスポーツを論じる学会が一つにまとまり大きな発

展を目指すことができれば、会員にとって恩恵は大

きく、また海外に情報を発信していく上でも大きな

力を得ることができると考えます。会員ファースト

の考えのもと、皆様方と力を会わせて残り 2年間の

任期を精一杯務めますので、何卒よろしくお願い申

し上げます。
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北海道大学整形外科 岩崎 倫政

（編集委員会 担当）

このたび帖佐 悦男理事長新体制のもと、引き続

き編集委員会担当理事を務めさせていただきます。

2期目ではありますが、改めてその重責を痛感して

おります。今後も微力ではありますが、本学会の発

展に尽力する所存であります。

東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契

機として、スポーツ医学は社会的にもさらに注目を

集めていくことは間違いありません。それと同時

に、本学会が果たす役割はさらに重要になります。

そのためにも、本学会の若い世代の会員数を増や

し、学術的プレゼンスを向上させていく必要があり

ます。そのプレゼンス向上の中核を担うのが、日本

整形外科スポーツ医学会誌の充実であることは間違

いありません。これまでの担

当理事ならびに編集委員会の

先生方の多大なご尽力によ

り、本学会誌は非常に質の高

いものになっております。今

後はオンライン化による、論

文投稿ならびに査読システム

の簡便化を推進していきたい

と思います。これにより会員の先生方からの投稿を

促し、さらに充実した学会誌を発刊していきたいと

考えています。学会員の皆様 には、ご支援、ご協

力を賜りますよう何卒よろしくお願いいたします。

東京慈恵会医科大学スポーツ・ウェルネスクリニック 舟﨑 裕記

（学術検討委員会 担当）

この度、日本整形外科スポーツ医学会の理事を拝

命し、身に余る光栄とともにその重責を痛感してお

ります。今回は、学術検討委員会を担当させていた

だくことになりました。本委員会では引き続き、研

究助成の審査、優秀論文の選考、日本整形外科学会

学術総会のシンポジウム提案などを中心に業務を

行ってまいります。昨年はラグビーワールドカッ

プ、そして本年は東京オリンピック、パラリンピッ

クが開催される年でもあり、日本におけるさまざま

なカテゴリー、年代に浸透しているスポーツへの関

心は益々高まってきています。同時に、多岐にわた

るスポーツ関連傷害に対して、それぞれの要求に応

じた治療、予防を行ううえで、スポーツ整形外科医

を中心とする本学会の果たすべき役割は多大である

と考えます。スポーツ傷害を扱う上で重要なこと

は、静的アライメントのみな

らず動的要素を考慮すること

は言うまでもありません。そ

のためにはスポーツ現場へ出

向き、リハビリでは選手の動

きを観察することも重要であ

りますが、忙しい整形外科医

にとってその両立は決して容

易なものではありません。今後、学術、研究活動を

通じてその成果を世界に発信し、本学会がスポーツ

関連傷害に対してイニシアチブをとって現場との連

携を含めた系統的な治療体系を構築していくことが

重要と考えております。甚だ微力ではございます

が、本学会の発展のため鋭意努力する所存です。何

卒よろしくお願い申しあげます。
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国立病院機構京都医療センター整形外科 中川 泰彰

（広報委員会 担当）

この度、伝統ある日本整形外科スポーツ医学会の

理事に就任させていただきました国立病院機構京都

医療センター整形外科の中川泰彰です。広報委員会

を担当させていただくことになりました。よろしく

お願いいたします。

私は京都大学医学部の学生時代からスポーツ医学

に興味を持ち、医師になった比較的早期に本学会に

入会させていただきました。当時、京都大学整形外

科では、まだスポーツ医学分野が確立しておらず、

本学会に参加し、色々と沢山のことを学ばせていた

だきました。大変感謝している学会です。ところが、

昨今本学会が JOSKAS に吸収合併されそうな流れ

が起こり始めています。ここ数年社員総会を始め、

色々な会議で問題提起させていただきましたが、こ

の流れの理念がどこからも聞こえてこず、また、進

行状況が密室で行われているように思われて仕方あ

りませんでした。スポーツ医学を大変愛する会員と

して、このまま黙って見過ごすことが罪悪であると

思われ、この度本学会の理事に立候補させていただ

き、就任させていただいた次

第です。当然、将来構想委員

会の委員にも立候補させてい

ただき、現在、帖佐理事長を

含めた JOSSM側の委員 5名

とともに、JOSKAS 側の委

員と今後のことを交渉してい

るところです。さすがに、こ

の内容はまだ公表できない点はお許しいただきたい

のですが、理事会や社員総会の議事録が公開されて

いないのは問題ととらえ、前回の理事会でこの 2つ

の会議の議事録公開を提案し、決議していただきま

した。近いうちにこれらの議事録を本学会ホーム

ページの会員専用ページに公開いたします。

本学会の将来のことを十分に考え、極力情報公開

していくことを目指して、頑張っていく所存です。

学会員の皆様方には、ご支援、ご協力を賜りますよ

う何卒よろしくお願い申し上げます。

神戸大学整形外科 黒田 良祐

（国際委員会 担当）

2017 年に理事に就任し、このたび 2 期目のご許

可を頂き、務めさせていただくことになりました。

JOSSM は非常に国際的な学会であり、海外の学会

とのかかわりが強く、私は担当理事として GOTS

(German-Austrian-Swiss Society for Orthopaedic

Traumatologic SportsMedicine) traveling fellowの

受け入れや AOSSM（American Orthopaedic Socie-

ty for Sports Medicine）への traveling fellow 派遣選

考、派遣先との交渉などを行ってまいりました。引

き続き、理事としてAOSSM、GOTS、KOSSM（Ko-

rean Orthopaedic Society for Sports Medicine）との

相互関係を更に強化し、これまで以上に密な交流を

目指し、学会の国際化に貢献して参りたいと考えて

おります。私自身は臨床にお

いて膝関節損傷に対する治療

を専門とし、基礎研究におい

て膝関節バイオメカニクスや

再生医療に関するバイオロジ

カルリサーチなどを行い、さ

らに関西に本拠地をおくプロ

や学生スポーツチームのチー

ムドクターを務め、地域のスポーツ振興に貢献して

おります。微力ながら本学会の発展に尽力致す所存

でございます。学会員の皆様にはご指導ご支援を賜

りますようどうぞよろしくお願い申し上げます。
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国立スポーツ科学センターメディカルセンター 奥脇 透

（教育研修委員会 担当）

このたび、本学会の理事を拝命し、また「教育研

修委員会」を担当させていただくことになりまし

た。この紙面をお借りして、一言ご挨拶させていた

だきます。

現在、本学会が抱える問題は決して少なくありま

せん。とくに「スポーツ整形外科医」の立ち位置に

ついては、自らも含めて再考する時期に来ていると

思います。

思い起こせば、私が整形外科医（専門医）となっ

たのは、30 年前のことでした。その 6 年前、筑波大

学整形外科に入局した際に、当時の教授（𠮷川靖三

先生）から言われた言葉は、「まずは、整形外科と

して 10 年がんばってみなさい。そこからスポーツ

ドクターを目指せばよい。」でした。振り返ってみる

と、まさにそこからの 10 年の研修で培った経験が

あったからこそ、現在の自分があると考えています。

その一方で、チームドクターとしての経験を通じ

て、日本スポーツ協会公認ス

ポーツドクターにもなってい

ます。まさにこちらは、競技

団体に必要なチームドクター

を認定する制度です。

そうなると、日本整形外科

学会認定スポーツ医は、整形

外科専門医の中から、社会に

貢献できるスポーツドクターを認定する制度という

ことになるでしょう。当然ながら、その対象はジュ

ニアからシニアまで、さまざまなスポーツ外傷・障

害を扱うことになります。その制度を充実させるべ

く、微力ながら貢献させていただきたいと思いま

す。そのためには、本学会の先生方のご指導および

ご支援が欠かせません。皆様、どうぞよろしくお願

いします。

船橋整形外科病院肩関節・肘関節センター 菅谷 啓之

（国際委員会委員長）

このたび日本整形外科スポーツ医学会の理事を再

度拝命し、大変光栄に存じますとともに責任の重さ

を痛感致しております。本学会には 1993 年に入会

して以来、スポーツ選手の肩関節・肘関節障害の治

療を自分のライフワークと定め、学会発表や聴講を

通じて深く本学会と関わらせて頂いてきました。一

期目二期目の理事（2013 から 2017 年）では国際委

員会担当理事として、別府諸兄アドバイザー、熊井

司委員長に多大なるサポートを受けながら何とか 4

年間無事に勤めることができました。2017 年に理事

を退任してからは、黒田良介担当理事の元、国際委

員長を 2年間務めさせて頂きましたが、本年からも

理事でありながら国際委員長を引き続いて務めさせ

て頂くことになりました。国際委員会の役割は、毎年

の行事である JOSSM USAトラベリングフェロー

の派遣と AOSSM との関係強化、GOTS トラベリ

ングフェローの派遣および受

け入れ、JOSSM/KOSSM 共

催学会のサポートが 3本柱と

なっております。本学会の歴

史と伝統を踏まえて、global

な視野を持った若手学会員の

育成に特に重点を置いて頑

張っていく所存です。また、

理事長副理事長を中心とする総務委員会のメンバー

としても活動させて頂いておりますが、これも学会

の方向性を決める極めて重要な委員会でありまず。

浅学非才の身ではございますが、本学会の伝統を継

承しつつ益々発展できますよう誠心誠意努力する所

存ですので、どうかご指導ご鞭撻の程、よろしくお

願い申し上げます。
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弘前大学リハビリテーション科 津田 英一

（教育研修委員会委員長）

この度、伝統ある日本整形外科スポーツ医学会の

理事に就任させて頂くことになりました。誠に身に

余る光栄であり、その責務の重大さにあらためまし

て身の引き締まる思いです。

前任期中は教育研修委員会委員長として、市民・

学生へのスポーツ医学の紹介、研修医・若手医師に

対するスポーツ医学教育のシステム作りなどの事業

に携わって参りました。前者は毎年多くの参加者で

盛会となり、後者はオンラインシステムが整備され

本格運用が開始となりました。スポーツ障害・外傷

診療の主役を担う整形外科医には、専門的な診断・

治療とともに、予防やコンディショニングまで含め

たスポーツ選手のトータルケア・マネジメントへの

対応が求められています。「整形外科学及び運動器

科学領域におけるスポーツ医学の進歩普及」を理念

として掲げる本学会では、学術集会を通じたエビデ

ンスの確立・医学情報の発信、国内・海外学会との

相互交流、スポーツ医学教育の進展を今一層進めて

いく必要があります。本年の

第 46 回学術集会は、石橋恭

之会長（弘前大）のもと第 12

回日本関節鏡・膝・スポーツ

整形外科学会（JOSKAS）と

合同で開催されます。是非と

も合同開催を成功させスポー

ツ医学の発展により一層寄与

できるよう、担当理事として全力でサポートして参

りたいと思います。

整形外科医を志望する医学生や研修医の中には、

スポーツ医学へ興味を持つものが益々増えていると

実感しています。彼らの期待に応えられるよう理事

の職務に専心し、本学会の更なる発展に貢献できる

よう努力して参ります。会員の皆様には引き続きご

指導、ご鞭撻いただけますよう、よろしくお願い申

し上げます。

岡山大学整形外科 尾﨑 敏文

（社会保険委員会 担当）

このたび日本整形外科スポーツ医学会の理事に再

任させていただくことになりました。本学会会員の

皆様にこの紙面をお借りしましてご挨拶を申し上げ

ます。委員会では社会保険委員会を担当しておりま

すのでよろしくお願い致します。

東京オリンピック・パラリンピックの日本開催が

約 1 年延期となりましたが、スポーツ活動は各年代

にわたって盛んになっております。また、国をあげ

て選手の医科学的サポート体制を充実させる機運も

高まっています。選手のスポーツ損傷を防ぐため、

さらにトラブルが起きた場合には適切に治療を行い

スポーツ活動に復帰させるために、また競技能力の

向上など、スポーツ選手を支える医療従事者の役割

が非常に大切です。現在、私は岡山県スポーツ協会

の理事として仕事をいただいております。また、教

室員も Jリーグチームや実業団陸上部などのチーム

ドクターとして現場でスポー

ツ活動をサポートしていま

す。また、国体選抜チームな

どの帯同、一般市民、および

スポーツ指導者を対象とした

講演活動などを行っていま

す。このようなスポーツ活動

の支援を続けながら、スポー

ツ損傷の予防と治療に関する研究を行い選手の競技

能力向上に貢献するとともに学会の発展にも寄与し

たく存じます。

微力ではございますが、帖佐悦男理事長はじめ副

理事長、理事の先生方のご指導を賜りながら、本学

会の運営にかかわって参りたい所存です。今後とも

どうぞよろしくお願い申し上げます。
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聖マリアンナ医科大学整形外科 仁木 久照

（ガイドライン策定委員会 担当）

この度、伝統ある日本整形外科スポーツ医学会の

理事に就任させていただき、またガイドライン策定

委員会を担当することになりました。本学会の会員

の皆様にこの場をお借りして感謝を申し上げると共

に、新任のご挨拶を申し上げたいと思います。

私が JOSSMとのかかわりで最も印象に残ってい

るのは、第 36 回（2010 年）学術集会の事務局長を

務めたことです。最近は役員の先生方をはじめ歴代

学会長のご尽力により参加者数も多く学術集会は活

況を呈していますが、当時は参加者数が年々減少し

ていて、演題数・参加者数の増加が大きな課題でし

た。結果的に参加者数は盛り返し安堵した記憶がご

ざいます。10 年後、今回は理事の一人としてかかわ

りを持たせていただくこと、大変光栄に存じます。

アキレス腱断裂診療ガイドラインは、初版は伊藤

博元先生を委員長として 2007 年に、改訂第 2版は

現 JOSSM理事長の帖佐悦夫先生を委員長として昨

年出版されました。初版から改定第 2版への主な変

更点は Minds のアウトカム

評価を参考に検討されたこ

と、治療と合併症の章の clin-

ical question（CQ）が増えた

ことです。いかに低侵襲で早

期復帰させるか、合併症とそ

の対策、など多方面で進歩し

続けている分野と言えます。

次回の改訂に向け、準備してまいりたいと思いま

す。

2020 年は東京オリパラの年です。「スポーツ医学

の進歩普及に貢献する」という本学会の目的を遂行

していく絶好の機会となります。大変微力ではござ

いますが、帖佐理事長をお支えすべく与えられた職

責を全うし、皆様とともに本学会の目標に向かって

進んでまいる所存です。ご指導、ご鞭撻を賜ります

よう、何卒よろしくお願い申し上げます。

日本医科大学千葉北総病院整形外科 橋口 宏

（メンバーシップ委員会 担当）

2017 年、伝統ある日本整形外科スポーツ医学会

理事の末席に加えて戴き、この度 2期目を務めさせ

て頂くことになりました。今回の理事継続にあたり

ご支援を頂戴致しました先生方、理事会にてご指導

を戴きました先生方の負託にお応えできますよう、

可能な限り努力を傾注するよう心掛けて参りたいと

存じます。

ご存知の通り、スポーツ選手に対するコンディ

ショニング向上やメディカルチェック、障害・外傷

に対する予防、診断、治療には医師のみならず、ト

レーナーや理学療法士などから構成されるチーム医

療が非常に重要となります。治療に当たっているト

レーナーや理学療法士の観点は、選手だけでなく、

われわれ医師にとっても貴重なアドバイスになるこ

とがしばしばあります。また、現在は子供から高齢

者まで積極的なスポーツ活動が推奨されています。

特に超高齢化社会を迎え、ロ

コモティブシンドロームやフ

レイル予防の観点からも運動

の重要性が提言されていま

す。高齢者スポーツや運動療

法に関しても理学療法士の貢

献度は非常に高くなっており

ます。本学会発展のために

も、その存在は不可欠なものであり、多くの方が本

学会に参加されることが望まれます。2 期目も引き

続きメンバーシップ委員会を担当させて頂きます。

厳格な資格審査を行いながらも、スポーツ医学を志

し学ぶ意欲のある方々に入会して戴き、学会員増加

のために尽力していく所存です。

今後ともご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申

し上げます。
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広島大学整形外科 安達 伸生

（倫理・利益相反委員会 担当）

このたび帖佐悦男理事長のもと、伝統ある日本整

形外科スポーツ医学会（JOSSM）の理事を務めさ

せていただくことになりました。大変な名誉である

とともに、その責任の重さを痛感しております。大

変若輩者ですが諸先生方のご指導を受けながら学会

発展のため邁進いたしますので、どうか宜しくお願

いいたします。

JOSSM はその名の通り、スポーツ医学と整形外

科の両者の要素を兼ね備えた学会であり、スポーツ

医学における整形外科医の役割とともに JOSSMの

重要性は論を俟ちません。今後は JOSKAS、日本

臨床スポーツ医学会など他のスポーツ関連学会との

連携、協力体制が重要と考えます。関連学会とも連

携をとりつつ JOSSMの発展のため学会活動、委員

会活動を通じて努力する所存

ですので、会員の皆様のご支

援、ご協力をお願いいたしま

す。理事としては引き続き

「倫理・利益相反委員会」を

担当させていただきます。

昨年はラグビーワールド

カップで日本中が熱狂し、私

もにわかラグビーファンになりました。「ONE

TEAM」のスローガンとともにチーム一丸となっ

て戦う姿には、大変感動しました。JOSSM も学会

全体として大きな目標に向かって進む一つのチーム

でありたいと思います。

愛知医科大学整形外科 出家 正隆

（定款等検討委員会 担当）

この度、伝統ある日本整形外科スポーツ医学会の

理事という大任を拝命しその責任の重さを痛感する

とともに、日本のスポーツ医学をリードする学会で

の要職を拝命し光栄に存じます。委員会では定款等

検討委員会を担当しておりますのでよろしくお願い

致します。東京オリンピック・パラリンピックによ

り、今まで以上にスポーツへの関心、スポーツ医学

への関心が集まり、注目度も高まっています。ス

ポーツに関する学会は、本会以外にありますが、ス

ポーツ医学と整形外科の両者の要素を兼ね備えた本

会は、その中心的な会であり、我々整形外科医は運

動器治療においてスポーツ医学の中心的役割を担っ

てきました。本学会の役割は、整形外科医を中心と

してスポーツ医学にかかわる会員が運動器スポーツ

医学に関する既存および新し

い検査、診断、治療などを検

討・討論する場を提供するこ

とであり、優れた研究成果を

国内外へ向けて発信すること

だと思います。今後も本会が

中心的役割を果たすために

は、充実した学術集会の開催

と本学会の継続的な発展が不可欠と考えます。その

実行に、魅力にあふれかつ有益な情報を提供できる

学会になるように、そして更なる発展に繫がるよ

う、微力ですが尽くしていく所存です。何卒、会員

の皆様のご支援、ご協力のほどよろしくお願い申し

上げます。



監事挨拶
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札幌医科大学整形外科 山下 敏彦

私はこれまで本学会の理事を務めてきましたが、

令和 2 年度より監事を拝命しました。最近は年齢の

せいか、いろいろな学会の監事を仰せつかることが

多くなってきました。

「監事」と聞くと、「会計監査をする人」「年配あ

るいは引退間近な人が就く役職」といったイメージ

しか持っていませんでしたが、この際、監事の役割

とは何かを調べてみました。まず、本学会の定款に

よると、「監事の職務及び権限」として、「監事は、

理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところに

より、監査報告を作成する」、さらには「監事は、

いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求

め、本法人の業務及び財産の状況の調査をすること

ができる」 とされています。また、Wikipedia を

見てみると、監事の職務として、「理事の業務執行

の状況を監査すること」「財産の状況を監査するこ

と」そして「業務または財産

に関し不正の行為または法令

若しくは定款に違反する重大

な事実があることを発見した

場合にはこれを社員総会また

は所轄庁に報告すること」な

どとあります。

つまり監事には、会計監査

の業務のほかに、学会における「お目付け役」「ご

意見番」的な役割があるらしいです。私には、もと

よりこのような重責を担う見識も人徳もございませ

んが、帖佐理事長をはじめとする理事会そして学会

の運営・学術活動を陰ながらサポートさせていただ

き、本学会のさらなる発展に少しでもお役に立てる

よう精進してまいる所存です。

福岡大学筑紫病院 柴田 陽三

令和元年度の役員改定に伴い監事を務めさせて頂

く事になりました柴田と申します。私は 1981 年に

大学を卒業し、これまで一貫して肩関節外科のス

ポーツ障害の治療・研究に携わって参りました。ア

マチュアからプロまで多くのアスリートの診療に携

わりスポーツ復帰へのお手伝いをしてまいりまし

た。保存療法が功を奏さない選手に対しては手術治

療を検討せざるを得ないのですが、最も重要なのは

故障をおこしにくいトレーニング理論の開発だと考

えております。質の高い練習を続ける事が強い選

手、高度のスキルを有する選手の育成に必要なのは

論を待ちませんが、故障をおこせば試合はもとより

練習の継続も不可能になります。本学会は医師、ス

ポーツ科学者、トレーナーなどが一同に会してス

ポーツ医学を実践する場です。それぞれの分野の第

一人者が知恵を出し合いスポーツ医学を発展させて

いる大変特色ある学会と言え

ます。特に今年は東京オリン

ピックの開催年にあたり、本

学会の役割は大変重要で日本

のスポーツ医学のあり方を世

界に発信する場と言えます。

私は平成 25 年から 29 年ま

で本学会の理事を務めさせて

頂き雑誌の編集委員会を担当させて頂きました。役

員を 2年間お休みさせて頂きましたが、この度、監

事の大役を仰せつかり身の引き締まる思いです。こ

れまで本学会を引っ張ってこられた諸先輩方の理念

を継承しながら、伝統ある本学会の一層の発展のた

めに尽力してまいりたいと存じます。どうぞ宜しく

御願い申しあげます。



2019 年度 JOSSM-USA Travelling Fellowship 報告

九州労災病院 整形外科・スポーツ整形外科 田代 泰隆

今回のトラベリングフェローでは、まず 7/10〜

14 に Boston で開催されたAOSSMに参加させてい

ただきました（図 1）。私が主に参加した膝関節外科

の領域では、早朝から前十字靭帯（ACL）の再再建

術についての講義や少人数制での症例検討会が連日

開催され、術前計画の立て方から骨孔拡大や不安定

性への対処、骨移植を併用した二期的再再建術まで、

米国での豊富な経験を有するエクスパート陣から学

ばせていただきました。また、半月板損傷に対して

は、Biologics の活用が注目されており、Platelet-

Rich Plasma（PRP）や Fibrin Clot、骨髄液濃縮製剤

（bone marrow aspirate concentrate；BMAC）に関

する最新のエビデンスが報告されていました。学会

後にはフェローの先生方とシーフードを堪能した

り、留学していた Pittsburgh 大学の同窓会に参加

させていただき、旧交を温めることができました。

続いて、空路カリフォルニアの Sacramento へ移

動し、7/15〜17 に UC Davis の Dr. Eric Giza と Dr.

Christopher Kreulen を訪問しました（図 2）。UC

Davis のプログラムは非常に充実しており、屍体膝

施設での足関節手術トレーニングや講義を受けた上

で上述の 2 名の先生方の ATFL 再建やリスフラン

靭帯修復、尖足に対するアキレス延長や後脛骨筋腱

移行など、関節鏡からオープンの手術まで、豊富な

手術症例を見学させていただきました。Giza 先生

は AJSM を始め足関節手術分野の学術業績に優れ

ている上、私達フェローにも大変友好的で、素晴ら

しい経験をさせていただきました。

その他、Pittsburgh 大学や Andrew ʼ s Clinic、

HSS でも有意義な経験を積ませていただき、この

ような貴重な機会を与えて下さった JOSSMの先生

方や事務局の方々に心より感謝申し上げます。
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図 1．ボストンでの AOSSM 学会場で菅谷先生（中

央）、松本先生（中央右）と

図 2．屍体膝ワークショップの終了後、Dr. Giza（中

央）、Dr. Kreulen（左）、臨床フェローのDr. Fogleman

（右端）と



2019 年度 JOSSM-USA Traveling Fellowship 報告

名古屋市立大学院医学研究科整形外科学講座 吉田 雅人

今回参加させて頂きました JOSSM-USA Travel-

ing Fellowship に関して報告させて頂きます。

AOSSM に参加後、4 カ所の施設を訪問させて頂き

ましたが、3 番目と 4番目の訪問先である Univer-

sity of Pittsburgh（July 18-20）とAmerican Sports

Medicine Institute（ASMI）（July 21-24）について

報告させて頂きます。

University of Pittsburgh（July 18-20）：

日程の都合上、手術の見学はできませんでしたが、

スポーツ医学に特化した外来およびリハビリの総合

施設である Freddie Fu Sports Complex（図 1）と

大学の研究施設を見学させて頂きました。Freddie

Fu Sports Complexは NFLのピッツバーグスティー

ラーズの練習施設に併設されており、Freddie Fu

先生をはじめとするスポーツ分野のスペシャリスト

の先生方が外来を行っているのと同時に充実したリ

ハビリ器具が揃えている施設でした（図 1）。さら

に大学に所属する研究施設のうち、生体の関節を中

心とする動作解析を行う Biodynamic Laboratory、

私自身が留学時代に所属していたロボットを用いた

関節のバイオメニクス研究を行う Orthopaedic Ro-

botic laboratoryを見学させて頂きました。週末に

は日本から留学しているフェローの先生方とともに

リバーラフティングをさせて頂き、充実した時間を

過ごすことができました。

American Sports Medicine Institute（ASMI）

（July 21-24）：

移動を除く 2 日間のうち、初日は外来とリハビリ

を 2日目は手術をそれぞれ見学させて頂きました。

山本先生と田代先生は Lyle Cane 先生の外来を私は

Jeffry Dugas 先生（図 2）の外来を中心に見学させ

て頂きました。それぞれの先生に、4 もしくは 5 人

のフェローがついて指導を受けており、どちらの先

生の外来にも野球選手を中心に肩、肘を中心とした

上肢の障害に加えて地域の患者様も来院されていま

した。リハビリ施設では Glen Fleisig 先生による実

際の投球動作をモーションキャプチャーシステムを

用いて解析を行い、そのデータもとに投球の指導を

行っていました。2日目の手術では Jeffry Dugas 先

生と Lyle Cane 先生の肩、肘の手術を中心に見学さ

せて頂きました。とくに興味深かったのは肘内側側

副靭帯の靭帯再建術と Internal brace を用いた肘内

側側副靭帯修復術でした。さらに外来、リハビリ、

手術の施設以外にもバイオメカニクス研究を行える

実験施設も併設されていることやフロリダにある

Dr Andrews Institute との web カンファレンスを

行っており、フェローの教育にも非常に力を入れて

いました。

最後にこのような貴重な機会を与えてくださり、

サポートして下さった JOSSMの理事、国際委員の

先生方、学会事務局の方々に心より感謝いたしま

す。
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図1 Freddie Fu 先生と 図 2 Jeffry Dugas 先生と



2019 年度 JOSSM-USA Traveling Fellowship 報告

弘前大学大学院医学研究科整形外科学講座 山本 祐司

通常 traveling Fellowship の応募資格は 45 歳以

下ですが、JOSSM-USA Traveling Fellowship は

「50歳以下」ということで、今回応募させていただ

きました。AOSSM に参加後、4 カ所の施設を訪問

しましたが、最後の訪問先である HSS について報

告させていただきます。

Hospital for Special Surgery in NY,（July 25-

27）

HSS では残念ながらホストとなる先生が家族の問

題で急遽不在となり当初の手術見学や外来見学がで

きなくなりました。当日直接交渉で、田代先生と私

はAnil S. Ranawat 先生（図 1）や Scott A. Rodeo 先

生（図 2）の膝の手術見学をしてきました。ACL再建

のほか、内側半月板後根修復、ロボット支援 UKA、

大腿骨遠位骨切り術（開大部に同種骨＋骨髄濃縮液

移植）など見学させていただきました。吉田先生は

単独で肩の手術をやっている先生を探して熱心に勉

強されていました。HSS では上の先生が手術の最初

から入って自分の fellow に対して教育的に指導し

ているのが印象的でした。また、最終日には HSS

がサポートしているMLB ニューヨーク・メッツの

試合観戦に連れて行っていただきました（図 3）。

HSS以外では、15年ぶりに留学していたピッツ

バーグを訪問し、MSRC の秘書さんとも偶然会う

ことができいい思い出となりました。最後にこのよ

うな貴重な機会を与えてくださいました JOSSMの

理事、国際委員の先生方、学会事務局に深謝いたし

ます。
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図2 Scott A. Rodeo 先生

図 3 シティ・フィールドにて図1 Anil S. Ranawat 先生
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2019 JOSSM-USA Traveling Fellowship (July 10-29)

DATE STAY INSTITUTION Host

2019/7/10-7/13 Boston, MA

AOSSM Annual Meeting 2019

Evening Reception at AOSSM (UPMC), Evening of Camaraderie

(ASMI)

2019/7/14-7/17 Sacramento, CA

Operating room to observe two cases w/Dr. Kreulen.

Cadaver lab at Sequoia surgical with teaching for foot and ankle

experience.

UC Davis Medical Center /Surgery Center to observe

Dr. Eric Giza

2019/7/18-7/20 Pittsburgh, PA University of Pittsburgh Medical Center (UPMC) Dr. Freddie Fu

2019/7/21-7/23 Birmingham, AL
Andrews Sports Medicine & Orthopaedic Center

Visit to St. Vincent's Hospital
Dr. Jeffrey Dugas

2019/7/24-7/29 New York, NY

Hospital for Special Surgery (HSS)

Observe the operation or the clinic of Dr. Altchek

Watch a baseball game of NY Mets w/Mr. Beamer Carr

Dr. Josua Dines



GOTS-JOSSM-KOSSM Traveling Fellow 報告記

奈良県立医科大学整形外科 小川 宗宏

はじめに

このたび 2019 年度 GOTS/JOSSM/KOSSM trav-

eling fellow として選出して頂き、5 月 31 日〜6月

29日までの 1 か月間、ドイツ、スイス、オースト

リアの 3か国、12都市を訪問研修させて頂きまし

たので報告させていただきます。メンバーや行程は

三重大学の西村明展先生が報告されますので、割愛

させていただきます。

GOTS traveling fellowの歴史

GOTS とは Gesellschaft für Orthopädische-Trau-

matologische Sportmedizin の略で、1986 年に設立

されたドイ ツ 語 圏 内のスポーツ 医学会です。

JOSSM/KOSSM との交換訪問制度は 1991 年にア

ジアから 4名のフェローがヨーロッパを訪問して以

来、1年おきにお互いの fellow を交換しています。

奈良医大でもGOTS Traveling fellow を毎回うけい

れており、毎回刺激を受け、かねてより小生も参加

したいと希望していたので、この度実現して、これ

まで奈良に訪問した沢山の GOTS traveling fellow

に再会でき、交友を深めることができました。

旅の日常

4週間の間に 3カ国、12都市の訪問ですので、1

都市を 3日程度で施設を見学し、フリータイムは半

日 2回のみとハードスケジュールでした。半日のフ

リータイムは洗濯をゆっくりする貴重な時間でし

た。1日の基本スケジュールは朝 7時前後にホテル

を出発し、朝のカンファレンスに出席してプレゼン

テーション、施設見学、手術見学、市内見学などで

した。そしてそのまま dinner に突入し、夜 10時過

ぎにホテルに戻るという生活でした。帰ってから洗

濯をして、部屋干しをしてから翌日のスケジュール

やプレゼンを確認して寝るという日々でした。

ACL の再再建症例の脛骨の後傾を矯正する骨切

り術などの未経験の手術を含めた手術見学、Olym-

pic training center と大学との共同サポート体制の

見学、キャダバーでの手術トレーニングや関節鏡の

トレーニングマシーンを用いた研修医のトレーニン

グ教育システム、Mersedes Cup の医療サポートの
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地元の新聞にGOTS traveling fellowが訪問したことが紹介されました。



実際、Host の先生が保有するボートでのWannsee

湖周遊、最前列でのプロ選手のテニス観戦、Mozart

Orchester鑑賞、金メダリストと一緒に食事など、

4週間、毎日盛りだくさんのスケジュールであり、

Host の先生の温かなご支援のもと、医療面のみな

らずヨーロッパの食事や文化をたくさん経験でき、

とても有意義な経験をさせていただきました。

最後に

一緒に寝食をともにした三重大学の西村明展先

生、韓国の先生や南アフリカの先生との交流は人生

の財産になりました。最後となりましたが奈良県立

医科大学整形外科の田中康仁教授、三重大学整形外

科の須藤啓広教授、フェローシップの機会を与えて

いただいた日本整形外科スポーツ医学会前理事長の

松本秀男先生、国際委員会担当理事の黒田良祐教

授、委員長の菅谷啓之先生、事務局の斎藤しおり様

はじめ関係者の皆様に深く御礼申し上げます。

GOTS/JOSSM/KOSSM traveling fellow は人生の

機転にもなるような素晴らしい経験のできる trav-

eling fellow であり、この経験を今後の研究、臨床

ならびにスポーツ医学の発展に寄与できるように精

進したいと思います。
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GOTS Congress（Salzburg）で松本秀男理事長とともに

GOTS traveling fellowで奈良を訪問した fellowとの再会



GOTS-JOSSM-KOSSM Traveling Fellow 報告記

三重大学医学部スポーツ整形外科 西村 明展

【はじめに】

日本整形外科スポーツ医学会からGOTS-JOSSM-

KOSSM Traveling Fellowship に選出され、2019 年

5 月 31 日から 6 月 29日までドイツ、スイス、オー

ストリアの有名施設を訪れる大変貴重な体験をさせ

て頂く機会を得ましたので、ご報告申し上げます。

本 traveling fellow では日本より 2名（私、三重大学

西村と奈良県立医科大学より小川宗宏先生）に加

え、韓国より 2 名（Chungnam national univerisity

より Dr. Yong Bum Joo、Chosum Univerisity より

Dr. Jo Suenghwan）の 4名が参加しました。さらに、

前半のドイツの 2週間の間には、南アフリカ整形外

科学会とドイツ整形外科学会のトラベリングフェ

ローで南アフリカから 2名（Inkoshi Alvert Luthuli

CentralHospitalよりDr. Phakamani GMthethwa、

Groote SchuurHospitalよりDr.MatthewWorkman）

が参加しました。3 か国の整形外科医が参加し、

ヨーロッパ 3か国を回る非常に world wide なトラ

ベリングフェローでした。GOTS とはヨーロッパ

のドイツ語圏のスポーツ整形外科学会になります。

我々の旅程では最初にドイツ 2週間、その後にスイ

ス 1週間、オーストリア 1週間で、最後のオースト

リアの際にザルツブルクで GOTS の学会がありま

したので、こちらの学会に出席し、発表して終了と

なりました。

【訪問都市（訪問期間）・施設】

Frankfurt (5/31-6/2) Linder Hotel & Sports Acad-

emy

Wurzburg (6/1) (Sightseeing)

Osnabrück (6/2-4) Klinikum Osnabrück

Rostock (6/4-6) Universitatsmedizin Rostock

Berlin (6/6-10) Martin-Luther-Hospital

Heidelberg (6/10-13) Universitatsklinikum Heidel-

berg, ATOS Klinik Heidelberg

Stuttgart (6/13-15) Sports Clinic Stuttgart

Lucerne (6/15-16) (Sightseeing)

Basel (6/16-20) University Hospital of Basel,

Rennbahnklinik Basel, Swiss Ortho Center Basel

Geneva (6/20-22) University Hospital of Geneva

Vienna (6/22-26) Medical University of Vienna

Krems (6/26) University Hospital Krems, Danube

University

Saltburg (6/26-29) Annual GOTS congress

以上、4週間で 3か国 14都市、14 施設になります。

【手術】

本トラベリングフェローでは米国などと違い、手

洗いをして間近で手術を見学することができ、これ

は GOTS traveling fellow の大きな魅力かと思いま

す。手術の手技的にはさほど、大きな違いはないよ

うに感じました。しかしながら、その周りの環境は

大きく異なり、日本に比べ（特に我々が所属してい

る大学病院に比べ？）、systematic に動いており、

外科医が手術室で過ごす無駄な時間が少なく、麻酔

科医、看護師、レジデントやフェローが見事に外科

医をフォローしていました。我々も、ただこれをう

らやましいと思うだけでなく、そのような環境づく

りをしなければならないと強く感じました。インプ

ラントや術式は、日本と少し流行が異なることもあ

りました。最も数多く見学をさせていただいた前十

字靭帯再建術では、大腿四頭筋腱を用いる施設が、

ハムストリングや骨付き膝蓋腱を用いる施設より多

かったのが印象的でした。インプラントも日本では

使用できないような人工関節や固定材料などがあり

ました。印象的な手術術式としてはスポーツ領域で

はありませんが、外反母趾の経皮手術で、近年、

ヨーロッパを中心にその頻度が増えてきているとい

うことでした。矯正と初期固定をうまくできれば、

美容面、組織治癒の面でも優れた術式であると感じ

ました。

【研究】

臨床面だけでなく、研究施設なども多く見学させ

ていただきました。Basel の Rennbahnklinikはプラ

イベートクリニックでありながら、バイオメカの施

設と器材が充実しており、さらに専門のバイオメカ

のテクニシャンがいるという、非常にうらやましい

環境の施設でした。術後の患者さんにも動作解析を

して、すぐにその結果を医師・リハビリスタッフ・

患者さんにフィードバックしており、研究と臨床が
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直結したすばらしいシステムであると感じました。

【観光・スポーツプログラム】

ヨーロッパの歴史ある各国の名所を見学させてい

ただきました。ドイツでは歴史あるハイデルベルグ

城に行ったり、Mercedes benz博物館でその歴史を

勉強したり、ベルリンではドイツ分断・合併の歴史

を学ぶとともに、ベルリンの壁の前では色々と考え

させられました。自然も豊かな国々ですので、スイ

スの Lucerne では登山をさせていただいてアルプス

の素晴らしい景色を堪能しました。スポーツプログ

ラムで最も印象的だったのが Vienna で全員初めて

のウェイクボードをしたことでした。いずれも普通

に生活していたら経験できない特別な経験でした。

【食事】

ほぼ毎日、夕食は食事に連れて行っていただきま

した。どこの食事もおいしく、毎日のように異なる
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写真1 ベルリンの壁の前にて

左から Dr. Jo Suenghwan、Dr. Yong Bum Joo、小川宗宏、西村明展、Dr. Phakamani G Mthethwa、Dr.

Matthew Workman

写真 2 University Hospital of Basel の手術室にて

左より西村明展、小川宗宏、Dr. Jo Suenghwan、Dr. Christian Egloff、Dr. Yong Bum Joo



現地のビールをいただきました。数少ないフリーの

夕食ではみんなで日本風居酒屋にいって交流を深め

たのも良い思い出です。

【最後に】

始まる前には 4週間は長い期間であると考えてい

ましたが、終わってみるとあっという間の 4週間で

した。しかしながら、内容はとても濃密で、整形外

科医としての臨床面のみならず、各国の先生の生き

方をみることで一人の人間としても色々と考えさせ

られる traveling fellow でした。どこの都市・施設

にいっても今までに経験をしたことのない歓待を受

けることができ、これも日本整形外科スポーツ医学

会の先生方が長年かけて築き上げて下さった

GOTS の先生方との絆のおかげであると感謝して

おります。

最後に、traveling fellowship をともに過ごした

奈良医大の小川宗宏先生、韓国と南アフリカの先生

に感謝するとともに、各訪問先でお世話になりまし

た先生・スタッフの皆様、フェローシップへの応

募・参加を快諾頂きました三重大学整形外科の須藤

啓広教授、奈良県立医科大学整形外科の田中康仁教

授、フェローシップの機会を与えていただいた日本

整形外科スポーツ医学会前理事長の松本秀男先生、

国際委員会担当理事の黒田良祐教授、委員長の菅谷

啓之先生、事務手続きでお世話になりました事務局

の斎藤しおり様はじめ関係の皆様にこの場をお借り

して深く御礼申し上げます。
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写真3 GOTS Congress（Salzburg）の dinner にて

左より小川宗宏、Dr. Jo Suenghwan、松本秀男理事長、Dr. Yong Bum Joo、西村明展
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GOTS-KOSSM-JOSSM-Fellowship by Arthrex 2019

31. May. 2019-29. June. 2019

DATE COUNTRY CITY INSTITUTION Host

2019/5/31-6/4

Germany

Frankfurt

Würzburg

Osnabrück

Klinikum Osnabrück, Department for Ortho-

pedic surgery and Traumatology

Prof. Dr. Martin Engelhardt

Dr. Casper Grim

Dr. Paul Brinkmeier

2019/6/4-6/6 Rostock
Orthopädische Klinik und Poliklinik

Universitätsmedizin Rostock

Prof. Dr. Thomas Tischer

Prof. Dr. Wolfram

Mittelmeier

2019/6/4-6/10 Berlin
Martin Luther Hospital, Department of Trau-

ma and Orthopaedic Surgery
Prof. Wolf Petersen

2019/6/10-6/13 Heidelberg
University Heidelberg

ATOS Clinic Heidelberg

Prof. Dr. Holger Schmitt

Dr. Gregor Berrsché

2019/6/13-6/15 Stuttgart Sports Clinic Stuttgart
Dr. med. Frieder Mauch

Dr. Chris Weller

2019/6/15-6/16

Switaerland

Luzern *Sight Seeing Lucerne Dr. Sebastian Thormann

2019/6/16-6/20 Basel

University Hospital of Basel

Rennbahnklinik

Swiss Ortho Center

Dr. Christian Egloff

PD Dr. Jochen Paul

Prof. Victor Valderrabano

2019/6/20-6/22 Geneva University Hospital of Geneva Dr. Philippe Tscholl

2019/6/22-6/26

Austria

Vienna

Medical University of Vienna, Vienna General

Hospital,

Department of Orthopedics and Trauma

Surgery

Dr. Madeleine Willegger

Prof. Catharina Chiari

2019/6/26 Krems

Center for Regenerative Medicine Danube

University Krems

Orthopedic Department University Hospital

Krems

Prof. Stefan Nehrer

Dr. Markus Neubauer

2019/6/26-6/29 Salzburg *Annual GOTS Congress
Dr. Philipp Schultes

Dr. Bernd Hiller



2019 年 8 月 17 日、日本整形外科スポーツ医学会

主催のもと「第 19 回市民・学生のためのスポーツ

医学セミナー」を東京慈恵会医科大学講堂にて開催

いたしました。このセミナーは、大学生・高校生を

対象にスポーツ医学に関する正しい知識と技術をわ

かりやすく学んでもらうための機会を提供すること

を目的に、毎年、夏に開催されておりますが、今回

から市民・学生と名称を変更し、スポーツに勤しむ

青少年や将来、トレーナーやスポーツドクターを目

指す学生に加え、その父兄や指導者などにも対象を

広げました。当日は晴天に恵まれ、参加数は台風の

影響で申し込み数より少なくなりましたが、約 180

人となり、内訳は学生が約 1/3、医療関係者と一般

がそれぞれ約 1/5 でありました。

日本整形外科スポーツ医学会理事長の松本秀男先

生による開会の挨拶後、セミナーを 3部構成で行い

ました。別にプログラムも掲載しますが、第 1部で

は、当科スタッフにより、コンディショニングやア

スレティックリハビリテーションの実際、代表的な

スポーツ傷害などの基礎知識に関する講義を行いま

した。続いて、第 2 部では、「スポーツドクター、

トレーナーになるために」と題し、現サッカー日本

代表ドクター、ならびに元 J リーグプロサッカー

チームの理学療法士に講演を行っていただきまし

た。苦労話しや嬉しかったことなども交え、それぞ

れの体験をもとに日頃行っている業務などを中心に

お話しいただきました。さらに、第 3部では、元プ

ロ野球選手の和田一浩氏、元プロテニス選手の沢松

奈生子氏に登壇いただき、著者も含め、「子供達を

怪我から守り、そして育てる」と題した座談会形式

のシンポジウムを行いました。近年では、子供を取

り巻く環境によって、同一スポーツ競技への開始が

低年齢化している傾向がありますが、一方では、そ

れに伴うスポーツ傷害も増加しています。それぞれ

の演者ともご自身のお子さんに対していかに接して

こられたかの体験をもとに、今後、指導者に望むこ

とや傷害に対する向き合い方などについて、我々、

スポーツドクターとともに議論し、また、聴衆から

も多くの質問、意見もいただきました。

参加者に対するアンケートでは、それぞれの部と

も大変勉強になったとの感想を多くいただき、こう

した一般向けのスポーツセミナー啓蒙の重要性を改

めて実感し、今後も永く継続されることを願ってお

ります。
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第 19回 市民･学生のためのスポーツ医学セミナー開催報告

東京慈恵会医科大学スポーツ・ウェルネスクリニック 舟﨑 裕記

第3部 シンポジスト

左から 沢松奈生子氏、著者、司会の岩間 徹先生、和

田一浩氏

第1部セミナー光景
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プログラム（ポスターより）



日本整形外科スポーツ医学会 ニュースレター

お知らせ

1．第 20 回市民・学生のためのスポーツ医学セミナー 開催延期のお知らせ
2020 年 5月 31日に予定していた第 20回市民･学生のためのスポーツ医学セミナーは、新型コロナウイルス（COVID-19）

感染拡大の影響を考慮し、開催を延期することとなりました。開催日が決定次第、本ホームページにてご案内いたします。

2．スポーツ損傷シリーズ
スポーツ損傷シリーズは、本学会監修の患者・関係者説明用パンフレットとして、現在、No. 32 まで制作しています。

学会ホームページにて PDFファイルの保存および印刷が可能ですので、是非、ご活用ください。

なお、本シリーズ掲載の記事・写真・イラスト等を使用する場合は、必ず学会事務局に申請してください。

◆『スポーツ損傷シリーズ』URL ⇒ http://www.jossm.or.jp/series/index.html

3．American Journal of Sports Medicine (AJSM) の購読について
本学会の会員は、American Journal of SportsMedicine（AJSM：年 12冊発行）を特別優待価格で購読することができます。

一般価格 特別優待価格

AJSM購読 ＄250.- ＄136.-

オンライン購読 一般向けサービスなし ＄ 40.-

※ 2020 年 1 月契約分より価格改定

AJSM購読、オンライン購読のどちらにお申し込みいただいても、1972年の創刊号以降の全刊行物にアクセスが可能です。

特別優待価格での購読を希望される会員の方は、事務局あてにメールにて購読希望である旨をご連絡ください。

（info@jossm.or.jp）追ってお申し込みについてのご案内をお送りしますので、各自で購入手続を進めてください。

4．会員登録情報の変更、メールアドレスの登録について
勤務先、自宅、メールアドレスに変更がありましたら、お早めに事務局あてメールにてご連絡ください。（info@jossm.or.jp）

ご連絡がない場合、学会雑誌をはじめ事務局からのご案内がお手元に届かないことがありますのでご了承ください。

また、日々のご連絡の他、学会情報や演題登録のご案内など、今後は一斉メールを活用して事務局からご案内をお送

りいたしますので、メールアドレスをご登録いただいていない方は、事務局あてご連絡ください。

日本整形外科スポーツ医学会 ニュースレターNo. 19 2020 年 4月 30 日発行

編 集：日本整形外科スポーツ医学会広報委員会

中川 泰彰（担当理事）、髙橋 敏明（委員長）、酒井 宏哉（アドバイザー）

新井 祐志、田崎 篤、辰村 正紀、藤井 康成、安田 稔人
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まさかの新型コロナウィルスのパンデミックにより、グローバル化した現代社会で初めての地球規模で

の大惨事が起きました。本来であれば希望に満ちた記念すべき 2020 年になるはずが…。全く先の見えない

長期戦の覚悟をせねばならない現状で、医療崩壊の危機に直面し、私たちスポーツ整形外科医は何ができ

るのか、自問自答せずにはいられません。トリアージの観点から、整形外科、特にスポーツ関係の手術は、

待機せざるを得ない状況の医療機関も多々あると思います。緊急事態宣言が全国に発令され、スポーツ活

動も制限され、プロスポーツ界も開催すら不透明な状況に陥っています（無観客試合など想像もできませ

ん）。思わず俯いてため息をつきたくもなりますが、こんな時こそ一年前のラグビーW杯を思い出し、

ONE TEAMの旗の元に上を向き前に進まねばなりません。この未曾有の一大事に、スポーツを支える立

場の我々ができることは何か。今こそスポーツの世界で培った栄養学や心理学、トレーニング理論の重要

性を再認識し、知識をアップデートすべきベストな機会だと思います。パンデミックの第一線での活躍は

できずとも、スポーツ界のあらゆるネットワークを駆使して、栄養、メンタル、フィジカルサポートでウィ

ルスに対する免疫力を最大限に高められる様、上を向いて情報発信をして行きましょう。 （藤井康成）

編集後記
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